
























































































象者とし、定員は 10 名であった 14。給費月額は 150 元以内、別途研究費の支給も可能








1927年 12月に上海委員会第 2 回総会において、7名が選出されたが、3名が永久延期
または辞退している。それ以降、上海委員会総会は開会されず、「定員外特選留学





































































































































































































関係を除く全大学の接収は、10時から午後 3時半まで、5時間半で終わった 48。 












台湾人教員は、日本の統治時代に、抑圧されてきた。表 4 と表 5 からわかるように、
台北帝国大学の台湾人教授と助教授はそれぞれ 1 人であり、台湾人学生数に比べても、









































































附録 1924-1940 年の「特選留学生」名簿 
（表の続き）
補給開始年度 名前 専攻 学科 研究機関 出身地（省）
1924 陳方之 医 病理学 東大 浙江
程立 医 婦人科 慶應 浙江
周頌声 医 生理学 京大 山東
沈璿 理 天文学 東大 江蘇
余霖 医 外科 九大 浙江
1925 夏禹鼎 医 薬理学 東大 浙江
楊子韜 医 小児科 九大 広東
陶熾 医 生理学 東北大 江蘇
陳開勳 農 釀造 大蔵省釀 雲南
羅宗洛 農 植物生理 北海道 浙江
石増栄 医 眼科 京大 奉天
1926 陳覚生 農 農業経済 東大 広東
沈敦輝 農 実験遺伝 東大 広東
韓祖望 工 京大 浙江
虞紹唐 工 京大 浙江
張定釗 理 化学 東大 江西
陳建功 理 数学 東北大 浙江
戴夏民 医 皮膚科 九大 浙江
程祥栄 理 化学 京大 浙江
范垂紳 農 細菌学 北海道 奉天
徐誦明 医 病理学 九大 浙江
『次世代論集』vol.3 
（表の続き） 
補給開始年度 名前 専攻 学科 研究機関 出身地（省）
1927 程衡 文 哲学 東大 直隷
張準 工 建築 東大 奉天
馬堃 工 電機 早稲田
戈紹龍 医 細菌学 九大 江蘇
何卓群 医 内科学 東北大 広東
閻徳潤 医 生理学 東北大 奉天
李祖蔚 医 外科学 千葉医大 福建
李維民 医 内科学 京大
1928 王兆澄 農 東大 安徽
陶慰孫 理 京大 江蘇
陳子霖 理 京大 浙江
陳世燦 農 農芸化学 九大 河南
劉先登 医 内科学 九大 湖北
定員外 曾広方 医 薬学 東大 広東
楊自汧 医 細菌学 東大伝染 湖北
1929 楊永年 医 細菌学 慶應
楊述祖 医 寄生虫 東大伝染 陜西
蘇歩青 理 幾何 東北大 浙江
朱鳳美 農 植物病理 東大 江蘇
1930 袁淑範 医 薬学 東大 奉天
李鼎勛 医学 内科 東大 湖南
劉祖霞 医 内科 九大 江蘇
賀維彦 医 生理学 慶應 河北
蘇記之 医学 皮膚科 九大 上海
1931 陳振純 法  経済 早稲田 福建
張鎔 医 産婦科 千葉医大 浙江
陳錫鑫 農 京大 江西
羅雄才 理 化学 理化学研
1932 黄丙丁 医 皮膚科黴 東北大 福建
馬廷英 理 地質 東北大 遼寧
劉伯文 農 農芸化学 北海道 湖北
林炳東 美術 西洋画 本郷洋画 福建
1933 呉墩礼 法 国際政治 東大 福建（実は台湾）
張秀哲 法 国際政治 東大 福建（実は台湾）
李岐山 理 地質学 東大 河北
何作霖 法 法学 東大 広東
金国珍 法 政治学 東大 湖北
戴尚文 医 薬物学 慶應 福建（原籍安徽）
張惺庵 医 皮膚科 慶應 山東
楊志雄 医 内科 東北大 雲南






補給開始年度 名前 専攻 学科 研究機関 出身地（省）
1934 呉士綬 医 外科 東大 浙江
李鴻祺 工 建築 東京工業 奉天
魏怡春 医 内科 長崎医大 福建
1935 楊鴻烈 文 東洋史 東大 雲南
余錫蝦 文 哲学 東大 四川
朱大璋 法 民法 早稲田 江蘇
陳錫元 医 外科 東京慈恵 広東
余蔚英 農 東京農業 広東
銭稲孫 文 東洋文庫 浙江
1936 康選宜 法 国際政治 東大 四川
邱致中 文 社会学 東大 四川
鐘季襄 医 解剖学 岡山医大 江西
徐政聞 医 小児科、 東大 山東
韓桂琴 法 国際政治 東大 河北（実は吉林）
郭文宗 医 衛生学 京大 旅順
李茂之 医 生理学 東北大 河北
林登発 医 内科 九大 福建
葉曙 医 病理学 千葉医大 湖北
景凌灞 医 外科 慶應 河北
1937 蒋天勲 法 国際政治 東大 江蘇
馬希融 理 東北大 雲南
桂毓泰 医 外科学 京大 陜西
1938 張天曦 医 内科 九州 湖北
1939 林伯輝 医 内科 九州 福建
孔禄卿 医 法医 千葉 浙江
陳志藻 医 医化学 東北 山東
侯扶桑 医 衛生学 国立公共衛江蘇


























































簿 昭和十四年十二月」 在本邦留学生調査関係雑件 第十三巻(H-7-1-0-12_013)(外務省
外交史料館)。 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 4 台北帝国大学接収時の教授と助教授数 
（出所 羅宗洛「接収台北帝国大学報告書」、李東華など編集校正『羅宗洛校長与台大
相関史料集』、国立台湾大学出版中心、2007年、154、175頁に基づき、筆者作成） 
表 5 台北帝国大学接収時の学生数 66 
文
政 
理 工 農 医 
合
計 
中国人 12 6 11 0 136 165 
日本人 206 50 168 140 132 696 
朝鮮人 0 1 0 1 0 2 




日本 米 英 独 仏 白 瑞西 合計
人数（人） 5 49 9 6 5 2 1 6 83
比率（％） 6.00% 59.00% 10.80% 7.20% 6.00% 2.40% 1.20% 7.20% 100.00%
留学経験有り　 留学経
験無し
文政 理 工 農 医 合計
台湾人 0 0 0 0 1 1
日本人 23兼任1 11 16兼任1 18兼任1 18兼任1 86兼任4
台湾人 0 0 0 0 1 1




表 6 台北帝国大学接収後の日本人教授留用、解職数 67 
（出所 何卓恩「台湾大学接収が改造中的“国界”与 
“省界”―基于『羅宗洛日記』（1945-1946）的観察」、 
『中山大学学報』、2016年 4 号、 97頁から引用） 
1957 年、広島平和都市記念碑（原爆死没者慰霊碑）の前で、羅宗洛（左）と坂村徹 68 
文政 理 工 農 医 合計
留用 4 10 14 17 14 59




真編集『留学教育：中国留学教育史料(第 3 册)』、国立編訳館、1980 年、1317-1318 頁。その
内、柯劭忞、伍連徳等は、「対支文化事業」の関係者であるが、日本に留学していない。 
2 Joyce K. Kallgren; Denis Fred Simon, Educational Exchanges: Essays on the Sino-
American Experience, Pacific Affairs,1989, p. 30.中華文化通志編集委員会編集『中華文化








5 代表的な研究として、阿部洋『「対支文化事業」の研究 - 戦前期日中教育文化交流の展開と挫
折』、汲古書院、2004 年が挙げられる。 
6 中村みどり「「対支文化事業」と陶晶孫 : 特選留学生としての軌跡」、『中国研究月報』
67(5)、2013年 5 月、14-31 頁。 
7 「五校特約」の主な内容は、1908 年より 15年間にわたり、第一高等学校特設予科で 65名、東




中村みどり「「対支文化事業」と陶晶孫 : 特選留学生としての軌跡」、15頁を参照。 
9 JACAR(アジア歴史資料センター)Ref. B05015000600、（第 17画像目）「１．文化事業部関係 自
大正十二年 至昭和四年 （３）岡部事務官支那出張文化事業意見 大正十二年」東方文化事業関
係雑件 第一巻(H-0-0-0-1_001)(外務省外交史料館)。 
10 上野太忠「指導力の移動(下）」、『朝日新聞』(東京)（1940 年 12月 13 日)。 
11 JACAR(アジア歴史資料センター)Ref.B05015123300、(第 89画像目)「分割１」各国ノ団匪賠
償金処分関係雑件／支那ノ態度 第一巻(H-2-2-0-2_1_001)(外務省外交史料館)。 
12 JACAR(アジア歴史資料センター)Ref.B05015512700、（第 2 画像目）「１．特選留学生 大正十
三年二月」在本邦特選留学生補給実施関係雑件／方針関係 第一巻(H-5-3-0-1_1_001)(外務省外
交史料館)」。句読点は筆者による。旧漢字を新漢字に変換した。以下同。 
13 同上、（第 9画像目）。 
14 同上、（第 6-7画像目）。 
15 同上。 
16 同上、（第 23画像目）。 
17 JACAR(アジア歴史資料センター)Ref.B05015153500、（第 93-107 画像目）「１．第二回総会 昭
和二年十一月」上海委員会関係雑件／総会関係(H-3-2-0-1_1)(外務省外交史料館)。 
18 JACAR(アジア歴史資料センター)Ref. B05015475200、（第 2画像目）「１０．選抜曹（ママ）
学生ノ定員増加ニ関スル件 昭和六年八月」（第 2画像目）在本邦選抜留学生補給実施関係雑件
／方針関係 第一巻(H-5-2-0-1_1_001)(外務省外交史料館)。 
19 前掲、JACAR(アジア歴史資料センター)Ref.B05015512700、（第 7 画像目）「１．特選留学生 
『次世代論集』vol.3 
大正十三年二月」。 
20 JACAR(アジア歴史資料センター)Ref. B05015474300、（第 8画像目）「１．選抜及特選支那留
学生選定標準及手続ニ関スル件 昭和二年二月」在本邦選抜留学生補給実施関係雑件／方針関係 
第一巻(H-5-2-0-1_1_001)(外務省外交史料館)。 
21 前掲、JACAR(アジア歴史資料センター)Ref.B05015512700、（第 14 画像目）「１．特選留学生 
大正十三年二月」 





24 竺可楨「日本気象学発達之概況」、『科学』、1927 年 12 巻 4号。 
25 JACAR(アジア歴史資料センター)Ref.B05015515600、（第 5 画像目）「昭和十一年度選定」在本
邦特選留学生補給実施関係雑件／選定関係(H-5-3-0-1_3)(外務省外交史料館)。 
26 JACAR(アジア歴史資料センター)Ref. B05016141600、（第 2画像目）「支那留学生思想調査 昭
和十二年四月」在本邦留学生調査関係雑件 第十一巻(H-7-1-0-12_011)(外務省外交史料館)。 
27 JACAR(アジア歴史資料センター)Ref. B05015509600、（第 2画像目）「７．戴尚文 慶応大学」
在本邦特選留学生補給実施関係雑件 第一巻(H-5-3-0-1_001)(外務省外交史料館)。 
28 JACAR(アジア歴史資料センター)Ref.B02031443000、「３ 昭和４年８月２１日から昭和４年８




第 3 巻、民族出版社、2012年。 
31 張友漁「一九三〇年代の留学生活」、人民中国雑誌社編『わが青春の日本 : 中国知識人の日
本回想』、東方書店、1982年、102-103頁。 





34 JACAR(アジア歴史資料センター)Ref. B05016141600、（第 18画像目）「２．支那留学生思想調
査 昭和十二年四月」在本邦留学生調査関係雑件 第十一巻(H-7-1-0-12_011)(外務省外交史料
館)。 
35 JACAR(アジア歴史資料センター)Ref. B05015511500、（第 3画像目）「１．朱大璋 早稲田大
学」在本邦特選留学生補給実施関係雑件 第三巻(H-5-3-0-1_003)(外務省外交史料館)。 
36 同上、（第 15画像目）。 
37 陶晶孫「博士的来歴」、『大衆文芸』2 巻 2期（1929 年 12月）、215頁。前掲、中村みどり
「『対支文化事業』と陶晶孫」、24 頁を参照。 
38 「院士名録」、国立中央研究院編『国立中央研究院院士録 第一輯』、1948年。 
39 「南京市開業医師一覧表」、南京市政府秘書処編『新南京』、1933 年、11-16頁など。医学専
攻者の一部は南満医科大学、北平大学医学部、中山大学医学部などに勤務した。 
40 JACAR(アジア歴史資料センター)Ref. B05016132800、（第 11-13 画像目）「分割４」在本邦留
学生調査関係雑件 第四巻(H-7-1-0-12_004)(外務省外交史料館)。 




育』、江蘇古籍出版社、1994 年、1339 頁。阿部洋『「対支文化事業」の研究 - 戦前期日中教育
文化交流の展開と挫折』、汲古書院、2004 年、533－534 頁を参照。 




44 羅宗洛「回憶録 任教国内四所大学」、『植物生理学通訊』35巻 1 期（1999 年 2 月）。 
45 羅宗洛「振興社務管見」、『中華学芸社報』、1巻 4 号（1930 年 9 月）。 
46 李東華など編集校正『羅宗洛校長与台大相関史料集』、国立台湾大学出版中心、2007 年、5-9
頁を参照。 
47 叶曙「初期台大的人与事」、『閑話台大四十年』、2008 年を参照。 
48  羅宗洛「接収台北帝国大学報告書」、前掲、李東華など編集校正『羅宗洛校長与台大相関史料
集』、166、168頁、羅宗洛「接収台湾大学日記」、前掲、李東華など編集校正『羅宗洛校長与台
大相関史料集』、225 頁。医学部、付属病院などは、台湾人教授杜聡明が 11 月 3日に接収を行
った。 




52 李東華『光復初期台大校史研究 1945-1950』国立大湾大学出版中心、2014 年、何卓恩「台湾
大学接収改造中的“国界”与“省界”――基于『羅宗洛日記』（1945-1946）的観察」中山大学





年 3 月、25頁を参照。 
57 前掲、羅宗洛「接収台湾大学日記」、204-205頁。 






楨全集』第 18巻、上海科技教育出版社、2010 年、638-639 頁、（1967 年 11 月 4日）。竺可楨
『竺可楨全集』第 19 巻、上海科技教育出版社、2010 年、116-117頁（1968年 5 月 17 日）。 
63 木原均「懐念尊敬的羅宗洛博士」『中国科技史雑誌』、1981年 2 巻 2 号。中国語訳から、筆者
が日本語に翻訳。 











68 『植物生理学通訊』、1987年第 1 号、56頁から引用。 
